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 公共施設の電気料金削減と事業により生み出された利益をまちづくりに還元

する取組として、本年１月に富里市とアジア航測株式会社及び綜合警備保障 

株式会社（ＡＬＳＯＫ）の３者で「合同会社とみさとエナジー」を設立し、

４月から事業を開始しています。 

 「合同会社とみさとエナジー」では、生み出された利益をまちづくりに還元

するため、地域ブランドの開発などの観光支援や、森林再生、エネルギー事業

等の脱炭素社会に向けた取組について検討してきましたが、身近な市民生活に

還元すべきと判断し、住宅団地内の市民要望の高い生活道路を対象に、道路の

モニタリングやパトロールと修繕を一体的に行う富里独自のパッケージ開発に

取り組みます。 

 

スキーム図 

【効果】  

電気料金削減  約 10,000 千円  

必要経費を差し引いた還元額  

約  8,000 千円  

～官民連携による 新たなまちづくりへの挑戦～ 

（裏面に続く） 
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問合せ先 

担 当 企画財政部企画課企画統計班 

担当者 土屋、成毛 

電 話 ０４７６－９３－１１１８【直通】 

ＦＡＸ ０４７６－９３－９９５４ 

【日常業務と合わせて】 

  モニタリング 

（路面劣化が進んでいる団地） 

車両にスマートフォン及び車載 

ビデオカメラを設置、道路のモニタ

リングを実施し道路の損傷を分析 

 

 分析を基に【舗装修繕計画を策定】 

 道路修繕 

計画を基に【優先順位の高い

箇所】から道路修繕を実施 

 パトロール 

 異常箇所の

早期発見 

道路管理者へ

報告 

通常は個々で実施している業務を一体的に行い、効率的かつ効果的な道路環境づくりを実現  

とみさとパッケージ  


